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はじめ に

昨年度を振り返ると、 2019 年末（4年半前）以来のコロナは、感染者数が一昨年の

2022 年 8 月中旬に１日当たり 26.1 万人の過去最多を記録、昨年初めピーク 24.5 万人

の第 8波となり、その後減少傾向、政府は昨年のゴールデンウイーク明けの 2023 年 5

月 8 日（月）感染症の分類を「２類感染症」から「５類感染症」に変更しました。

その後の世情の推移はご承知の通り、昨年は２５００万人(コロナ前の 2019 年は

3100 万人）の外国からの観光客が訪れ、株価は昨今過去最高の４万千円越えを記録し、

大手企業の春闘での賃上げは組合要求に満額回答、はては要求以上の回答をするとい

う前代未聞の政府・企業主役の新型春闘、労働組合も不要か（？）さて皆様の懐は潤

ったのでしょうか？

この平和な日本とは裏腹に、国土を侵略から守るため戦っている国（国民）がある

のです、1995 年(30 年前）出版ですが、国土を守るという事はどういうことなのかと

いうことを考えさせられる、中立国といわれるスイス政府編纂の「あらゆる危険から

身を守る”民間防衛”」(25.7MB)という本を紹介いたします。

元旦の能登半島地震の現状は、市町村の1次避難所177か所・県の1.5次避難所（ス

ポーツセンター）1か所・2次避難所（ホテル等）226 か所に 9,654 人が避難生活をし

ているとの事です（石川県 HP、3月 22 日現在）。赤坂台は地形的に大きな違いはある

ものの、地震に対して個々人で備えておく事も必要ではないでしょうか？今一度自宅

周りの点検・整備・準備を考えてみましょう。

さて、各役員の皆様 1年間ご苦労様でした、役員を離れましても、今後ともご協力

よろしくお願いします、役員がいなければ自治会活動は成り立ちません、皆さんの参

加をお願いします。

赤坂台校区連合自治会 会長 石飛 明夫

令和 5年度役員の皆様ご苦労様でした
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